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　県では、低コストで洪水時の水位観測に特化した水位計について、今年度、約300基
設置することとしています。
　小本川については、8月末にふれあい橋（道の駅いわいずみ付近）に設置しました。
その他の県管理河川においては、順次設置を進めていくこととしています。
　今回設置した水位計は、あらかじめ設定した観測開始水位を超えた場合に、10分毎
に水位を表示するようになっています。
　９月上旬から運用を開始する予定となっていますので、運用システムを御覧願います。

（https://k.river.go.jp/)
　あわせて、岩手県河川情報システムや洪水警報の危険度分布（気象庁）なども活用
し、大雨が予想される場合は、早めの避難を心掛けて下さい。

危機管理型水位計運用システム　水位グラフ例

1.危機管理型水位計の設置を進めています。

2.砂防堰堤工事を進めています。
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氾濫開始水位

観測開始水位

※氾濫開始水位を基準高（0.00ｍ）として、

基準高までの水位を表示します。

0ｍ

-2.15ｍ
-1ｍ

-2ｍ

-3ｍ

-4ｍ

水位計設置箇所

（クリックすると水位が表示されます）


